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最近胃重複癌の報告は漸次増加しつ あゝる。わ

たくしどもは,胃 に悪性繊毛上皮腫と腺癌とが共

存し,R.Meyerの いうKollisionstumor(衝突腫

易)と 考えられる1症例を経験したので,そ の症

例について報告し,か つ本腫瘍発生について若千

の文献的考察を加える.

症  例

中 患者 :小○友○郎,73才 ,男 性,漁 業.

主訴 :左上腹部巨大腫瘤 (超小児頭大).

家族歴 :特記事項なし.

既往歴 :特記事項なし.

現病歴 :昭和44年4月上旬,作 業中に,突 然,

左上腹部に耀痛を覚え,そ の部に小鶏卵大の硬い

軽度の圧痛を有する腫瘤を触知した。腫瘤はその

後次第に増大し,全 身俗怠感や眩景などが時々出

現するようになった。同時に上腹部鈍痛～不快感

も現われ持続するようになったが,排 便,排 尿に

は異常は認めなかった.5月 18日英院を訪れて左

上腹部の小児頭大の腫瘤を指摘され,当 科に紹介

され来院した。

入院時所見 :体格栄養中等度,眼 険結膜および

可視粘膜に軽度の貧血を認める。体重53kg,平温平

脈,血 圧 174/1101111EHg,心・肺に異常所見なし.

局所所見 :者に軽度の白苔あり.腹 部は全般的

に膨隆し,さ らに左上腹部を中心としたびまん性

のいちじるしい膨隆が認められ,触 診により超小

児頭大の境界比較的現瞭 な硬い腫瘤 を触知でき

る。表面はお むゝね平滑である。肝臓,腎 臓およ

び陣臓は触知しない。腹水の貯溜,静 脈怒張,嬬

動不安は認められない。異常 リンパ節も触知しな

い。ダグラス筒に異常所見なし.睾 丸,副 掌丸,

精索には触診上も異常を認めず.ま た,女 性宰L房

も認めず.発 毛異常もない。

入院時検査所見 :表 1の ごとく,特 記すべき所

見はない。

X線 所見 :胃は小弯側において胃角上部を中心

とする示指末節大のニッシェを認め,か つその辺

縁には半円形不整の陰影欠損が認め られ た (図

1)。また,腫 瘤は金属線で囲んだ部分にあり,移

動性は整度で,胃 とともに移動する。

胃鏡所見 :胃 角上部やや前壁 よりに拇指末節

大,ほ ぼ円型の潰場が認められ,そ の辺縁の隆起

はいちじるしく, さらに潰瘍底には凹凸がみ ら

れ,一 部汚ない膿苔が附着している。その他の粘

膜面には特に異常は認められない.

手術所見 :昭和44年6月 2日 ,全 身麻酔下に上

腹部正中切開で開腹する.腹 水は認められない,
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表 1 入 院時検査成績
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図 1.胃 X線 所見

金属線で囲んだ大きさに腫瘤を触知`

胃には胃角上部や 前ゝ壁を中心とする超示指末節

大の腫瘤を認め (図2).かつ葉膜面への浸潤が認

められた。さらに超小児頭大の腫瘤が小弯より胃

前壁にわたつて高度に附着していた.肝 臓は表面

に数個の暗赤褐色の小結節が認められた.SChni‐

tZier転移はなく,第 1群 リンパ節は磁豆大に腫脹

していた.腫 瘤を認めて胃切除術を行ないB‐I法

尿 ;蜜自 (十) ,ウ ロビリノーダン

ルビン (一),糖 (十).

屎 ;寄生虫卵 (―) ,潜 血反応 (土)

ビ リ

図2.手 術所見

にて吻合術を行なつた。

切除標本の肉眼的所見 :切除胃には超小児頭大

の暗赤褐色の腫層 (2,500g)が 小弯から胃前壁

にかけて存在し,腫 層は筋層を破壊しているが,

粘膜面には及んでいない,割 を入れると腫瘤はも

ろく,中 心に大きな壊死巣があり,そ の内腔には

チョコレート色の液体が充満していた (図3)。ま

た胃粘膜には胃角上部 や ゝ前壁 よりに直径約 2

cn, Borrmam 2型 の平皿状癌がある (図4)。し

かし巨大腫層と癌性潰瘍部との間に癒合はみられ

ない (図5)。病理組織学的所見 :出血性壊死傾向

のいちじるしい巨大腫瘤の組織像は悪性繊毛上皮

140 mEq/L
4.O mEq/L
106 mEq′L
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図 3.摘 出標本の巨大腫場 (割面)
▼

,

図 4.摘 出標本の胃粘膜面

図5.摘 出標本 (巨大腫瘍と痛性潰瘍部の割面)

腫である (図6).また,粘 膜面の癌は大部分が乳

頭腺癌で (図7),一部管状腺癌のところも見られ

る (図8)。この癌組織は部位によつては筋層内に

浸潤し,葉 膜面から筋層内に浸潤した悪性繊毛上

皮腫と結合織を隔て はゝいるもの きゝわめて近接

図 6.著 しい異型性を示す。ラングハンス細胞

の増殖 H・E.x 3 0 0

図 7 胃 の乳頭腺管細胞の異型性は少い.
H.E.× 300

している (図9)。しかし,繊 毛上皮腫と腺癌の両

者の間に移行や混在を示す所見はどこにもみられ

ない.

術後経過 :術後経過は比較的良好であつた.病

①
ン
グ
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図 8 .胃 の管状腺癌 著 明な異型像が認められる

H.E.× 300

図 9.上 の粘膜面には乳頭腺,筋層内に出血壊死傾

向の著しい織毛上皮癌がある。矢印は筋層内

に浸潤した腺痛 と繊毛上皮癌 の近接 する部

位をしめす.

理組織学的診断が確定した術後 7病 日より 5‐FU

を合計 2,500mg,第20病日よリメトトレキセート

を合計75mg使用したがいちじるしい白血球の減少

が出現したので中止した。第18病日,第 34病日に

フリードマン妊娠反応を2回検査したところ,い

ずれも20万単位陽性を示した.術 後第46病日に軽

快退院したが,退 院時のX線 検査では胸部,骨 等

には異常陰影は認められなかつた。

考  案

本症例では胃角上部前壁に BOrrman■2型 の平

皿状癌があり,そ の近傍に超小児頭大の繊毛上皮

腫が共存している。胃癌の主要部分と繊毛上皮腫

との間にはうすい間質があり,た がいに独立して

いるが両者相接していることは間違いない。すな

わち,繊毛上皮腫と,これとは別個の組織像を塁す

る胃の腺痛の二者が
“
衝突

"し
て一塊となり,現
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象的には R.Meyerの いわゆる
“Kollisionstumor

(衝突腫瘍)"の 範時に入るものといえよう。

胃またはその近傍に繊毛上皮腫様の腫場の出現

をみた症例はDavidschnl)(19o5)以来20例を数える

が,本 邦例は本症例を含めて7例 である。またこ

の7例 のほかに胃およびその近傍の癌の肝臓,膵

臓等への転移巣が繊毛上皮腫様の組織像を呈した

5例 が報告されている。これらの報告例を通覧す

ると,繊 毛上皮腫様腫瘤と胃癌が併存している症

例が多い。これら両者がそれぞれ別個に生じて偶

然合併して一体をなしたものというよりも雨者の

間に何らかの関連があるものと考えられる。従来

の報告例を胃痛の併存の有無により2群 に整理し

て表 2と して掲げた.胃 およびその近傍の繊毛上 守

皮腫の起源については,生 殖腺に原発したものが

転移したものであるとの主張,あ るいは胃に原発

したものであるとの推論など,報 告者により見解

は一致していない。Koritschoner6),stout15),Ma‐

herlのらは生殖腺に原発巣があって,それがやがて

退縮し,胃 はその血行性転移巣の一つであるとい

う見解をとっている。本症例では掌丸等の病理組

織学的検索は行ないえず,こ の部の原発巣の有無

を確認することはできないが,詳 細な触診等によ

ってもなんら病的所見は認めなかつた。従来の報

告例を調べると明らかに,子 官に手拳大の繊毛上

皮腫があり,胃 のそれは転移巣であると確信でき

る武内
16)の1例を除けば生殖腺が精査された症例 ィぃ

において組織学的に腫瘍組織,あ るいはその痕跡

の実証された例はないと思われる.さ て子宮,卵

巣,睾丸等の生殖腺における病巣を否定できれば,

胃およびその近傍を原発とみるべきであり,こ の

観点にたつ意見は大略次の3者 に纏めることがで

きよう。すなわち,Gaertner2), Pick13),Regan14)

らはこの腫瘍が繊毛上皮腫様の組織像を塁しては

いても本来胃癌であり,痛 細胞が変性や逆行分化

(RetrOdifFerentiatioめ し て このような形態を塁

するにいたったという仮説である。この説による

と胃癌の共存しない症例の説明はむつかしい.さ

らに,本 症例においても腺癌のうち末分化な部分

においても繊毛上皮腫との間に移行はなく明らか

に異なる組織像を示し,こ の′点説明できない。ま

た Hartz4),Goder3)らは奇形腫起源説をとってい
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1)胃 癌の共存する症例

報 告  著

Madersbacher

表 2 胃 部繊毛上皮腫報告例め8)12j14)17jlゆ

発 生 部 位

繊毛上皮腫

rH門部小奄

噴門小奄

性 器 病 変

陽性

陽性

睾丸正常 前 立腺肥大あり 陰性

陽性

陽性

掌丸正常

峯丸正常

子官に血塊あるも繊毛上皮腫なし 陽性

子宮後壁に手挙大の繊毛上皮腫

1 陽 性
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症l p lの
年 ・性

ホルモ ン

検  査

噴 門

サ 尾崎 ら

田中 ら

薬丸 ら 1970 1 68F

本症例

2)胃 癌の共存しない症例

HelIIlholz

Koritschoner

Saertner

武内ら

Maher et al.

1971 1 73MI 胃体部前壁

胃 ・肝

噴門部小奄

13年前子官腺筋症で子官易1出術

子宮卵巣正常

７７Ｍ

一
６２Ｆ

一
８２Ｆ

噴門部大弯

10年前子官脱と筋腫

子官卵巣は老人性萎縮

筆丸正常

胃体部大弯後壁 胃体部大弯後壁

目角部小弯 胃角部小弯

‐９０６

一
‐９０７

一
‐９２〇

一
・９２ ‐

一
‐９３８ 噴門部大弯

胃体部大弯側

●

る.す なわち睾丸,卵 巣,縦 隔等の奇形腫から繊

毛上皮腫が発生 することから本腫瘍 を 胃の奇形

腫出来とみるので ある。 しかし,真 に奇形腫の

発見された症例の報告はない。また Davidschnl),

Helmholz5)らは本腫瘍は胃壁あるいは腹腔内にお

ける繊毛原基の迷入遺残より当初から繊毛上皮腫

とし発生したものであるとの考えで,本 腫場が形

態学的に通常の繊毛上皮腫の組織像と一致し,ま

た,フ リードマン妊娠反応が陽性であることなど

がこの説の根拠となっている。わたくしどもの症

例について考えた場合,迷 入繊毛原基由来の本腫

瘍があり,これが増大するにつれてその影響(ホル

モン分泌など)に さらされた胃に癌発生が誘発さ

れるという推測もできよう。これにより,胃 およ

びその近傍に繊毛上皮腫だけがある症例,ま た胃

癌と繊毛上皮腫の共存症例の2群 の成立を一元的

に説明できるように考える。なお MaderSbacheF)

の主張する PrimOdiale Ceschlechszellen由来と

する考え方にはこれと繊毛原基の 2者 の間の発生

学的道程の距離のあまりに大きいことを考えると

き賛成はできない。

結  語

73才,男 子の胃に悪性繊毛上皮腫 と腺癌 とによ

るKollisionstumor(衝突腫瘍)の 症例を報告 し,

か るゝ腫瘍の発生の問題について文献的考察を行

なつた.

稿を終るにあたり,御指導,い ただいた東京医科歯科

大学医学部第2外科木村信良功教授 に深謝する.
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